
考える力 表す力 書  く 感じる力 読  む 話す・聞く 想像する力

一斉 

○めあての確認 

 

一斉・個別
 

○学級や自分自身を振り返り、
これからの自分について考え
ることができる学級文集にす
るには、どのような構成にす
るか考える。 

（ワークシート１） 

一斉
 

○ワークシート１を基に自分自身や
学級の変化、感動したことについ
て話し合う。 
○どのようにすれば効果的に書き表
すことができるか意見を交換す
る。 

一斉・個別 

○作品Ⅱについて
計画を立てる。 

(ワークシート２) 
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  り分かりやすく効果的に書く。 

◇  思い描いたこと、予想したことなどについて、文章構成や言葉遣いを工夫し、よ 

◇  事例や自らの経験など、他の事柄と多面的につなげながら、分かりやすく書く。 
育成したい

国 語 力× 表す
考える 話す・聞く

書く  小学校 ６年 特別活動 

国国
語語

題材名 

題材の目標  学級の歩みをまとめ、学級のまとまりと成長を認め合い今 

後の生活の励みとなる文集づくりを行うことができる。 

学級活動「学級文集を作ろう」 

 

 文集を読んだ人がその場

の感動を想像できるような

文章を書くにはどのように

すればよいか考えて書くよ

うにします。 

 書くことにより感動を深

め、さらに書き進めます。 

第１次（本時） 
・学級の出来事を思い出 
 し、文集の構成を考える。 

第２次 
・文集の原稿を書く。 

第３次 
・文集をまとめる。 

学習活動 
の流れ 

第１次の目標 

 これから書こうと

する文集について、

書きたい内容を明確

にするとともに、表

現の仕方について見

通しをもつ。 

展開１ 導入 展開２ 

視 点 ２ 

ワワーーククシシーートト１１ 

文集にのせたい内容を考えよう。 

①この学級の思い出は何ですか。 

 

 

②自分の成長について 

 

 

③学級の変化について 

 

 

④文集を通して伝えようとすること 

 

 

⑤分かりやすく伝えるために 

 

文
集
原
稿 

「
○
○
○
○
」 
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目
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③
作
品
Ⅰ
「
君
は
今
・
・
・
」 

 

友
達
が
仲
間
の
ど
ん
な
よ
と
こ
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を
見
て
い
る
か
を
綴
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も
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④
作
品
Ⅱ
「
心
の
軌
跡
」 

 

一
年
間
、
一
人
一
人
が
ど
う
変
わ
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た
か
を
各
自
が
表
現
し
た
も
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⑤
グ
ル
ー
プ
紹
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と
ポ
エ
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班
の
紹
介
と
は
歩
み
を
班
ご
と
に
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詩
で
振
り
返
っ
た
も
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⑥
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級
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月
の
出
来
事
と
心
の
成
長
を
ま
と 

 

め
た
も
の 

 

 

 高学年においては、伝えたい内

容を明確にし、効果的に伝えるこ

とが、中心的な課題になります。 

また、目的を明らかにし、伝え

ようとする内容を決めることも大

切です。 

そのためには、計画段階から

「伝えたいこと」と「伝え方」を

明確にできるような手立てが必要

です。 

ここではワークシートを工夫す

るとともに、心に残っているこ

と、自分自身の成長、学級の高ま

り、感動したことなどについて出

し合い、何を伝えようとするのか

意識できるようにすることが大切

です。 

視 点  １ 

第４次 
・まとめた文集を読み、味わ 
 おう。 

めあて： 

学級の出来事を思い出し、文

集づくりの計画を立てよう。 

ワワーーククシシーートト

作文の計画を立てよう 

① 何を伝えるのか 

 ・何を 

 

 ・なぜ 

 

 

② どんな事例を挙げるのか 

 

 

③ どのような構成にするのか 

 ・はじめ 

 

 ・なか 

 

 ・おわり 

 

 

どのように表現すれば、効果的に伝えることができるかを考えること

は、高学年の「書く」活動における重点事項です。「考える力」「表す

力」を伸ばすための重要な視点になります。 

国語力育成の視点  

 児童の実態に合わせ、まとめ方、事例のあげ

方、順序などについて考えられるようにワーク

シートの工夫が必要です。 

まとめ 

視 点 ３
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